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役

集
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市

発

編

大
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第13 5号

マ
届
出
の
期
間
:
:
:
結
婚

届
は
期
限
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
な
る
べ
く
早
く
。
赤

ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
た
ら
二

週
間
以
内
に
;
。
離
婚
届

は
き
ま
っ
た
ら
す
ぐ
市
役

所
へ
。
死
亡
届
は
七
日
以

内

で

す

。

一

ロ 40.627
男 19.439
女 21"88 

世帯数 10.123 
(以上は住民登録による)

面積 240.93平方
キロメートル

5月末市の人口

(1) 

人

児
=圭色

旦主

ル
ガ
ン
、
映
写
機
、
撮
影
機
、
紙
芝
居

高
士
ニ
オ
の
一
時
に
葉
南

を
備
え
て
い
る
ほ
か
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

に
最
明
君
蓮
て
、
正
中
六
件

一
フ
ブ
か
ら
テ
レ
ビ
、
青
年
会
議
所
か
ら

三
八
九
年
)
に
残
し
た
高
僧

ピ
ン
ポ
ン
台
、

V
Y
Sか
ら
遊
具
、
商

こ
の
賛
の
あ
る
と
乙
ろ
か

盾
か
ら
往
時
計
、
鏡
、
ハ
ン
ダ
イ
、
花

園
は
南
北
朝
時
代
の
も
の
と
叫

ぴ
ん
な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ら
れ
ま
す
が
、
古
い
仏
国
に
山

こ
の
児
童
館
は
①
社
会
的
に
よ
く
な

一

メ

ー

ト

ル

の

木

造

二

階

建

で

遊

戯

室

、

一

い

刺

激

や

交

通

の

危

害

な

ど

か

ら

子

ど

名

が

F

玄

室

、

図

書

室

な

ど

を

備

え

て

い

ま

も

を

保

護

し

、

そ

の

安

全

が

ほ

か

る

@

入

れ

て

十

一

、

，

zs

の
が
普
川

一

す

。

一

よ

い

環

境

の

中

で

、

子

ど

も

に

よ

い

体

一

庁

J
J

乃
!
?
す
か
ら
、
‘

延
一
盲
二
平
万
一
ま
た
、
図
書
二
百
冊
学
は
じ
め
、
ォ
一
験
伊
さ
せ
、
健
康
を
増
進
さ
せ
る
と
と

一

の

絵

の

作

喜

一
も
に
、
情
操
や
社
会
性
を
の
ば
し
、
積

一

さ

え

て

坐

し

て

い

る

文

殊

の

姿

密

画

も

不

附

で

は

あ

り

ま

す

が

、

お

そ

広

一
極
的
に
心
身
の
健
全
な
杭
長
が
指
導
す

一

い

た

も

の

で

賛

は

函

上

右

方

よ

り

く

当

時

の

禅

僧

の

作

で

あ

り

ま

し

ょ

一
る
ー
な
ど
の
ね
ら
い
が
あ
っ
て
、
い
ろ

一

如

意

提

得

、

払

子

返

郷

、

福

智

無

つ

。

一
い
ろ
の
霊
雲
行
な
う
ほ
か
、
児
童
に
愛
媛
県
指
定
有
形
文
化
ォ

一

目

窮

感

響

力

、

月

庵

宗

光

霊

南

北

朝

時

代

の

絵

は

現

存

し

て

い

↑
関
す
る
会
合
に
は
い
つ
で
も
開
放
さ
れ
橋
本
墨
画
騎
師
子
文
殊
図
一
幅
と
書
き
、
円
印
と
万
印
を
挿
し
て
あ
る
も
の
が
少
な
く
、
当
時
の
水
墨
画

一
ま
た
、
子
ど
も
を
健
全
に
育
て
る
た
め

1

所

有

者

菅

田

町

小

倉

森

本

官

満

氏

る

。

の

研

究

の

上

か

ら

も

大

変

貴

重

な

も

h

一
に
、
家
庭
問
題
を
も
ひ
っ
く
る
め
て
相

(
昭
和

ω年
3
月
釘
目
指
定
)
月
庵
宗
光
は
南
北
朝
時
代
の
禅
僧
の
で
す
。
(
市
教
委
社
会
教
育
課
)
し

一
談
に
応
ず
る
「
児
童
相
談
室
」
や
「
少
1
1
1
1
!
1
1
1
1
I
l
l
i
-
-
I
l
-
-

一
年
補
導
セ
ン
タ
ー
」
な
ど
も
供
措
置

Z
E
i
E十六
一
十
戸
芸
め
る
と
市
で
は
最
も
大
会
経
歴
の
一
示
す
よ
っ
に
、
告
を
ま
つ
え
が
昭
和
空
二
年
|
昭
和
里
一
靴

一
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
一
戸
の
住
宅
起
っ
て
お
り
、
自
の
二
一
団
地
と
な
っ
た
わ
け
で
す
。
一
た
く
地
方
自
併
に
さ
さ
げ
、
と
く
に
大
一
年
度
長
け
る
本
市
の
行
政
相
童
と
一
一
佐
m

一

な

お

、

落

成

式

は

一

干

四

日

開

館

で

一

l

一

洲

巾

長

に

就

任

以

来

、

ム

ロ

併

都

市

の

困

一

し

て

委

嘱

さ

れ

ま

し

た

。

一

一

τ
てふ

一
詩
的
諮
問
軒
町
民
十
南
中
M

で
し
め
や
か
に
一
昨
年
村
長
一
日
目
前
日
告
す
時
一
一
掃
ト

一

日

昔

話

一

括

一

元

市

長

沼

田

恒

夫

氏

の

合

同

葬

一

説

明

子

設

五

カ

年

計

画

一

時

民

主

諮

問

」

一
六
畳
一
室
、
四
・
五
畳
二
室
、
一
一
種
が
元
大
洲
市
長
沼
田
恒
夫
ヌ
-
ん
は
、
松
一
主
。
一
完
全
実
施
、
十
カ
町
村
が
持
ち
寄
っ
一
こ
と
何
で
品
構
で
す
。
一
才

一
室
長
四
・
五
畳
一
室
、
そ
れ
に
一
山
市
で
一
議
中
間
療
養
中
の
と
こ
ろ
一
故
沼
田
さ
ん
は
器
一
干
八
年
市
内
一
た
八
千
万
円
の
赤
言
語
、
機
構
改
一
色
遠
慮
な
る
相
談
〈
だ
さ
い
。
一

0
資

格

一
炊
事
場
、
便
所
毒
え
る
近
代
師
設
計
一
間
九
日
狭
量
の
た
め
死
去
、
早
一
蓄
に
生
ま
れ
、
大
洲
中
学
車
業
、
一
革
の
断
行
な
ど
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
一
住
所
大
洲
市
大
洲
一
昭
和
土
ハ
年
四

百
日
目
訪
れ
に
は
母
子
世
帯
む
一
首
に
一
需
民
ら
一
丈
が
参
列
し
一
大
宅
年
の
郡
警
を
振
り
出
し
に
県
一
新
市
建
設
功
労
者
と
し
て
内
閣
総
理
大
一
五
一
一
一
一
日
石
見
珂

一
星
宅
三
戸
が
含
ま
れ
、
優
先
入
居
が
一
て
、
車
体
育
館
五
公
安
委
員
会
と
一
震
の
道
を
あ
ゆ
み
、
そ
の
聖
地
方
一
臣
雲
、
そ
の
間
大
蔵
、
厚
生
、
建
設
一
信
一
丁
目
)
一

O
第
一
次
試
験
七
月
九

一
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
市
の
合
同
葬
が
し
め
や
か
に
警
告
一
課
長
、
同
商
工
課
長
な
ど
を
歴
任
、
そ
一
の
各
大
臣
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
ほ
か
、
一
1
1
1
1
1
一
松
山
、
票
、

z

i
{
1
}
i
{
J
}
j
l
i
f
}

一
の
後
お
さ
れ
て
今
治
市
助
役
、
同
市
長
一
昨
年
は
地
方
自
治
功
主
と
し
て
勲
五
一
一
詳
し
い
乙
と
は
、
も
よ
り

で
出
歩
き
、
し
か
兵
器
去
と
も
だ
ち
に
誘
わ
れ
る
と
、
行
き

Eて
地
方
自
治
の
護
に
尽
き
れ
ま
吾
妻
の
霊
に
か
が
や
き
ま
し
た
一
『
す
ま
い
』
を
用
意
一
駐
在
所
ま
た
は
警
察
署
へ
お

な

い

。

先

も

い

わ

ず

に

、

す

ぐ

飛

び

出

し

て

E。
一
こ
こ
に
市
民
と
し
て
大
洲
市
政
の
発
一
就
職
の
た
め
移
転
す
る
方
に
一
せ
く
だ
さ
い
。

ヘ

伊

豆

一

一

壬

一

品

目

に

叶

ト

1
1詩
的

時

五

日

同

日

明

日

刊

誌

f
i
fって
要

一

防

弘

吉

f
J
m
hゲ
/

¥

ぷ

一

一

一

三

一

一

i

l

l

-

-

一

新

居

浜

方

面

へ

就

職

す

る

方

の

た

め

に

一

六

月

の

主

な

ロ

(

{

f
ノ
ミ
ノ
一
一
二
=
一
足
と
同
時
に
初
代
市
長
に
当
選
、
三
十
一
行
政
相
談
員
に
一
鉄
筋
四
階
建
て
ア
パ
ー
ト
が
で
き
ま
し
一

ぜ
d

¥

/

一

一

一

一

一

一

一

三

年

に

再

選

さ

れ

、

そ

の

八

年

間

憲

一

一

一

カ

ル

番

組

か

ら

ミ
ベ

-
4
5

ム

工

大

州

市

発

震

に

尽

し

、

=

平

九

年

に

直

本

重

夫

さ

ん

吉

一

ο防
災
特
集
四
回
シ
D
l
ズ
グ

十
|
〉
百
三
一
は
雲
安
委
員
に
就
任
、
以
来
今
日
に
一
国
の
起
の
相
談
役

tて
乙
の
た
一
雇
用
労
働
者
と
し
て
就
職
す
る
た
一
六
月
は
梅
雨
の
本
格
的
シ
1ヴ

γ
!
ヒ
ノ
一
一
一
一
い
た
っ
て
い
ま
し
た
。
一
び
、
長
管
理
庁
長
官
官
藍
本
重
夫
一
め
に
転
居
さ
れ
る
万
一
で
、
毎
年
集
中
豪
雨
や
長
雨
に
よ
Y

X
Y
テ
較
す
通
園
;ι
保一

4
1一
部
顧
問
説

〆

「

/

/

コ

ノ

一

一

一

F

-

トリ
ft-

一

-

一

場

所

!

西

条

市

大

町

唐

丸

一

二

九

七

一

災

害

に

そ

な

え

て

防

水

対

策

の

強

松

山

里
「
L
K
一

品

開

諮

問

目

諒

一

伊

良

川

市

円

増

長

一

間

取

り

上

ハ

帖

、

四

五

帖

、

台

所

一

賢

官

時

鱒

斥

υゾ/
安
一
童
、
幼
児
な
ど
歩
行
者
の
安
全
確
保
と
一
両
の
無
謀
運
転
の
譲
」
童
皇
居
一
浴
室
、
水
準
所
一
の
予
防
な
ど
に
も
役
た
玉
三

男
l
J
¥
ト
汐
一
す
べ
て
の
歩
行
者
、
運
転
者
、
運
転
者
一
次
の
と
と
を
推
進
し
ま
す
の
で
管
さ
一
家
賃
l
月
額
四
千
円
一
う
番
組
で
す
。

醐

轡

介

仇

v警
ノ
一
量
い
実
そ
の
他
道
路
査
に
関
係
一
ん
の
と
協
力
を
お
ね
が
い
し
ま
す
。
く
わ
し
い
こ
と
は
職
業
安
定
所
へ
お
一
室
長

離
パ

h
ヘ
動
髪
一
あ
る
者
に
交
連
安
全
思
想
の
周
知
徹
底
一
①
宝
の
安
全
通
行
の
励
行
一
間
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
一
宣
言
(
火
)

j

ν
d
a苦
、
、
ー
戸
/
一
を
は
か
り
、
正
し
い
交
通
ル
!
ル
の
実
一
②
安
全
運
転
の
励
行
一
l
i
l
i
-
-
-
1
一

寄
恥
吋
A
d
J十

L
P
〆

/

一

一

一

一

六

月

二

士

言

(

金

)

盟

t
y
v
y
p引
桜
町
ノ
J

一

践

を

習

慣

づ

け

る

と

と

も

に

、

道

路

交

一

③

安

全

な

踏

切

道

通

行

の

確

保

一

一

F
v
p
d附
ザ
ヒ
一
翼
境
の
整
備
改
善
な
ど
を
促
進
す
る
一
④
自
動
車
の
適
正
な
運
基
理
お
よ
び
一
警
察
官
募
集
中
一
総
合
宅
二
一
?
?
一
言

E
留
B
J斗
「

作

品

一

一

一

一

O
ミ
ュ
!
ジ
y
ク
ア
ル
バ
ム
公
開
録
音

J
E
K
F
E
M

一

こ

と

を

目

的

と

し

て

行

な

わ

れ

る

も

の

一

安

全

運

転

管

理

の

震

一

一

t

1

1

1

一

一

一

愛

媛

県

雲

で

は

、

本

年

十

月

採

用

一

六

月

十

目

玉

、

全

国

旅

館

組

一

で

す

一

⑤

車

両

の

完

全

整

備

の

励

行

一

一

行

く

。

一

斉

間

l

五

月

一

王

百

1
三
十
百
⑤
道
路
交
通
環
境
の
整
備
改
善
一
予
定
の
優
れ
た
者
会
震
し
て
い
ま
一
皇
室
の
総
会
の
関
か
れ
る
松
山

夜
遊
び
の
ク
セ
は
、
や
が
ず
喜
一
(
十
日
間
J

一
⑦
交
通
事
一
故
被
害
者
に
対
す
る
相
談
活
一
す
。
一
市
民
会
館
大
ホ
l
ル
左
翼
妻

家
出
に
つ
な
が
り
ま
す
。
一
貴
重
点
は
、
「
学
童
、
幼
児
の
安
章
一
動
の
積
極
化
一

Q
採
用
予
定
人
員
約
二
十
人
一
行
な
い
ま
す
。

自官

カミ
ι去声

ヌじ

成

関

谷

団

地

の

住

宅

二

十

戸

も

市
が
四
十
一
年
度
事
業
と
し
て
建
設
工
事
を
す
す
め
て
い
た
、
城
山

の
児
童
館
、
関
谷
団
地
の
市
営
住
宅
二
十
戸
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
ま
し

た。
氾
童
館
は
城
山
遊
園
地
に
総
工
費
四
一
百
五
万
円
で
一
建
設
、

し
あ
わ
せ
左
わ
が
子
占
川
一

少
年
の
非
行
を
防
止
し
、
そ
の
健
全
な
る
育
成
を
は
一

か
る
た
め
に
、
少
し
で
も
役
に
立
て
ば
と
願
い
「
し
あ

わ
せ
を
わ
が
子
に
」
を
テ

i
マ
に
、
数
回
に
わ
た
っ
て

掲
載
い
た
し
ま
す
。

非
行
の
め
ば
え
(
上
)

"
ま
さ
か
ワ
チ
の
子
に
か
ぎ
っ
て
・
-
-

乙
ど
も
の
非
行
を
知
ら
さ
れ
た
と

き
、
ほ
と
ん
ど
の
お
と
う
さ
ん
、
お

か
あ
さ
ん
は
こ
う
い
い
ま
す
。

夜
神
び
を
す
る

ハ
デ
な
服
装
伊
す
る

学
校
や
勤
め
伊
サ
ボ
る

こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
問
ら
か
に

非
行
化
の
第
一
歩
で
す
。

け
れ
ど
も
、
う
っ
か
り
み
す
む
し

て
い
る
親
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

少
年
は
、
あ
る
日
突
然
に
非
行
化

す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
つ

の
間
に
か
悪
に
そ
ま
り
、
だ
ん
だ
ん

重
症
に
な
っ
て
い
く
の
で
す
。

病
気
と
間
じ
よ
う
に
、
軽
い
う
ち

に
そ
れ
を
み
つ
け
、
阜
ノ
¥
治
療
す
る

乙
と
が
た
い
せ
つ
で
す
。

。。

そ
れ
で
は
、
非
行
の
め
ば
え
は
、

ど
ん
な
形
で
あ
る
わ
れ
て
く
る
か
、

開
聞
を
あ
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

マ
学
校
や
勤
め
を
サ
ボ
る

理
由
も
な
い
の
に
学
校
や
勤
め
を

休
ん
だ
り
、
休
ま
な
い
ま
で
も
、
と

き
ど
き
、
ぬ
け
だ
し
た
り
、
遅
刻
、

早
や
ぴ
き
L
た
り
す
る
の
は
問
題
で 完

成
し
た
城
山
の
児
童
館
(
上
)

と
関
谷
岡
地
の
住
宅
(
左
)

!i1ii Rfi iii!??i1iiju:ii;;て
i だんだん重症に反
買
物
に
行
く
、
フ
ロ
に
行
〈
な
ど

と
い
っ
て
出
る
が
、
時
聞
記
設
す
ぎ

る。

↑
水
墨
画
研
究
上
貴
重
な
も
の

画
面
の
大
き
さ
は
縦
六
二
糠
、
横

三
五
糎
の
墨
画
で
、
う
ず
く
ま
っ
て

い
る
獅
子
の
上
に
、
両
手
で
膝
珍
か

南

北

朝

時

代

禅

{自

)
 

an川
凶
A

q
べ
U(
 



人

(

子

宮

が

ん

主

臼

二

十

六

人

)

の

う

使

途

に

つ

い

て

は

、

関

係

者

ら

が

訪

日

本

人

の

叡

知

(

唐

沢

雷

太

郎

)

一

時

で

も

あ

り

ま

す

。

松

の

ミ

ド

刀

つ

み

ち

、

乳

が

ん

で

は

二

王

ハ

人

で

六

・

七

議

し

、

そ

の

Ebに
そ

っ

て

十

分

に

一

日

本

企

業

の

海

外

進

出

(

高

木

良

一

な

ど

も

忘

れ

て

な

ら

な

い

こ

と

の

一

つ

山

r日
目

下

町

日

日

吋

昨

日

目

い

叱

た

き

ま

す

。

一

H
新
刊
図
書
案
内
H

下
に
た
っ
ア
フ
リ
カ
(
西
野
照
一
で
ド
葉
植
物
の
入
手

精

密

検

査

の

必

要

が

あ

る

者

)

が

霊

山

梨

子

さ

ん

一

十

一

わ

の

白

い

ハ

ト

(

千

三

太

郎

)

一

観

葉

植

物

事

に

い

れ

る

絶

好

の

時

を

し

め

て

い

る

こ

と

が

わ

か

り

ま

し

た

暴

露

町

一

一

丁

目

)

一

一

一

一

人

の

お

ま

わ

り

さ

ん

(

デ

ユ

ボ

真

剣

勝

負

に

生

三

(

ダ

イ

ヤ

モ

一

日

前

日

町

M
M
U
m

(

〈

わ

し

い

こ

と

は

下

表

の

と

お

り

)

と

主

人

(

故

人

)

が

元

喜

各

銀

行

一

ア

)

ン

ド

社

)

一

手

軽

に

手

に

は

い

り

ま

す

。

珍

し

い

か

が

ん

は

「

早

期

発

見

、

早

期

治

療

」

頭

取

を

さ

れ

て

い

た

一

キ

パ

の

干

者

(

た

か

し

よ

い

ち

)

哲

学

的

人

生

論

(

田

中

美

知

太

郎

)

一

た

ち

、

グ

ロ

テ

ス

ク

な

葉

と

花

、

と

に

が

大

切

な

こ

と

は

い

う

ま

で

も

あ

り

ま

※

教

育

振

興

資

金

一

ぁ

ほ

う

の

星

(

長

崎

淑

之

助

)

忘

れ

る

技

術

(

山

里

株

)

一

か

く

現

代

生

活

に

マ

ッ

チ

し

た

風

変

わ

せ

ん

。

一

般

の

場

合

が

ん

は

芸

員

一

が

し

て

、

頭

痛

主

こ

し

、

実

一

干

一

気

で

す

。

で

す

か

ら

、

震

の

給

食

と

一

塁

手

万

円

一

カ

モ

シ

カ

の

谷

(

里

章

子

)

中

共

問

題

再

観

音

型

一

り

な

姿

に

、

か

な

ら

ず

あ

な

た

の

雲

気
と
設
、
治
療
の
時
期
季
つ
こ
と
十
八
、
九
度
で
る
き
で
す
。
そ
れ
か
ら
ず
、
ブ
ー
ル
で
宗
あ
そ
ぴ
な
ど
て
一
岡
本
富
士
さ
ん
(
大
洲
一
一
ブ
丸
)
一
能
泊
一
一
一
一
物
語
(
丸
岡
思
日
本
霊
吉
日
本
車
工
実
系
一
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
で
し
土
う
o

が

少

な

く

な

い

の

で

す

。

早

く

治

療

す

一

一

一

議

語

教

育

童

会

委

員

長

、

間

版

画

じ

ナ

の

し

み

方

議

原

英

雄

)

そ

の

灯

は

消

え

な

い

五

3
一
値
段
も
ま
ろ
な
虎
の
尾
や
カ
一
ブ
テ

住

吉

病

気

で

恐

れ

る

こ

と

は

あ

り

一

九

日

七

百

日

仏

同

日

当

刊

誌

円

日

叫

日

日

目

十

一

本

塁

太

郎

さ

ん

の

香

典

返

し

に

、

一

大

合

2

1

9

2

(
児

暴

多

)

子

)

一

品

川

品

目

日

日

目

川

M

T
o検
診
を
受
け
ら
れ
た
か
た
の
一
赤
痢
は
法
定
伝
染
病
の
一
つ
と
し
て
一
号
き
号
、
日
が
ま
じ
る
き
に
一
に

F
L
E
Eと用
一
散
人
カ
音
色
ろ
熱
心
で
あ
っ
た
水
一

l
l
i
l
-
-
ト

l

i

l

i

-

-

一
ゴ
ム
の
木
、
ャ
シ
類
な
ど
も
割
安
の
も

中
に
も
精
密
検
査
の
必
要
が
あ
る
と

ι一
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
手
中
発
生
し
一
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
一
震
は
か
な
ら
ず
流
れ
る
水
で
き
れ
い
一
泳
プ
ー
ル
建
設
資
金
に
あ
て
る
よ
う
一
圏
金
十
万
円
一
鞠
一
③
お
と
な
た
ち
折

Aバ
し
ぶ
一
の
で
し
ょ
う
o

断
ち
れ
た
か
在
、
で
き
る
か

j
て
お
り
ま
す
が
、
と
く
に
ム
ハ
月
j
九
月
一
し

2れ
ま
で
ほ
っ
て
お
か
ず
、

E
Zつこ
と
で
す

ozi閤章
一

万

円

一

回

一

夫

さ

iiJ)一
翻

一

ζ
間

一

γ軒
の
一
監
す
で
に
お
も
ち
の
万
は
、
京
-T

u
f
d河
官
舟
む
受
け
る
よ
う
に
い
た
L
一
こ
よ
主
一

7khす
o
昨
年
、
喜
一
最
初
の
症
状
1
罪
、
章
、
頭
車
一
よ
く
手
洗
い
ば
ち
を
備
え
て
お
く
の
を
一
判
野
茂
乗
さ
ん
(
菅
田
町
宇
津
)
一
議
一
J
L
?
?
?
の
一
露
一
乙
ど
も
よ
り
む
し
ろ
お
と
な
た
ち
に
劃
一
株
分
け
、
ざ
し
木
な
ど
と
の
月

一
引
前
仁
川
川
っ
た
ひ
と
は
一
干
支
一
腰
痛
ー
を
訴
え
た
ら
、
早
速
区
間
の
三
見
受
け
ま
す
が
、
感
心
し
ま
せ
ん

o
i
M亡
什
川
重
(
返
し
に
、
故
人

1
7
9返
に
、
故
人
の
一

1
i

一
任
が
あ
る
は
刊
こ
と
も
十
食
事
一
ま
五
日
刊
誌
む
れ
吋

も

が

れ

比

一

九

四

日

一

で

U
Fで
赤

痢

に

い

ち

定

か

か

り

一

住

民

日

肝

心

け

一

目

日

目

前

日

刊

誌

一

t
;
1
1
1
1
:よ
一

一

日

目

た

っ

た

一

一

一

一

一

自

在

日

目

立

計

諮

問

川

良

市
健
康
都
市
霊
協
議
会
が
H

量
一
仁
す
す
λ
て
検
三
日
を
受

t
ら

れ

る

こ

や

す

い

年

齢

世

二

歳

ぐ

ら

い

と

い

わ

れ

一

れ

に

な

っ

て

し

ま

主

そ

れ

あ

が

り

ま

一

赤

留

は

ハ

エ

や

ゴ

キ

ブ

リ

の

依

に

つ

一

一

一

お

と

な

ま

自

ら

一

又

汗

す

る

と

と

も

に

、

一

え

て

始

め

て

よ

い

の

で

は

な

~

の
主
婦
を
守
り
健
康
な
家
庭
づ
く
り
μ

一
と
高
待
し
て
い
ま
す
。
芝
、
す
で
一
て
い
ま
す
が
、
赤
痢
患
者
の
半
数
は
十
一
す
。
一
い
て
、
と
こ
ろ
か
ま
わ
ず
菌
を
ば
ら
ま
一
一
ア
レ
ピ
@
ラ
ジ
オ
の

I
l
l
-
4

一
入
学
者
自
信
、
元
気
よ
く
学
一
時
に
は
よ
っ
?
し
た
態
度
で
、
こ
一
ょ
。

を
め
ざ
し
て
実
施
し
た
、
昭
和
四
十
二
に
検
診
を
申
し
込
ま
れ
て
い
る
か
た
や
一
五
歳
以
下
の
子
ど
も
と
い
う
こ
と
で
す
一
高
に
は
細
菌
性
の
も
の
と
、
ア
ミ
よ
か
れ
る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
一
一
一
校
へ
行
っ
て
い
た
の
に
、
五
月
に
は
い
一
ど
も
の
わ
が
ま
ま
を
押
え
る
こ
と
も
大
一

v霊
の
収
雪
手
入
わ

お
乳
が
ん
、
言
が
ん
検
診
の
結
一
今
後
申
し
込
ま
れ
る
か
た
は
、
指
定
の
一
か
ら
、
幼
い
お
子
さ
ん
や
学
童
の
い
る
一
l
パ
性
の
も
の
の
二
つ
が
あ
さ
つ
で

τの
害

虫

は

も

ち

ろ

急

底

的

に

退

治

一

雑

音

を

な

く

し

よ

う

一

一

る

と

、

な

に

か

気

む

ず

か

し

く

な

っ

た

一

切

な

こ

と

で

す

。

一

富

士

票

、

あ

な

た

の

王

毘
を
ま
と
め
、
こ
の
ほ
ど
公
表
し
ま
し
一
日
に
必
ず
検
診
を
受
け
て
い
た
だ
三
重
言
、
こ
れ
か
ら
十
分
注
意
し
て
一
す
が
、
警
の
ほ
う
が
多
い
と
い
う
乙

τた
い

も

の

で

す

。

ま

た

飲

食

堂

こ

一

一

り

、

言

出

し

ぶ

っ

た

り

、

あ

る

い

は

一

親

自

身

の

っ

と

う

旅

行

す

る

と

一

た

一

そ

、

事

業

裏

、

騰

に

民

一

た

。

一

い

も

の

で

す

。

一

ま

し

、

も

の

で

す

。

一

と

で

す

。

高

夏

、

か

な

ら

ず

飲

食

一

れ

ら

の

重

か

ら

守

る

く

ふ

う

も

ぜ

ひ

一

六

月

は

防

止

運

動

月

間

一

休

み

た

が

っ

た

り

す

る

お

子

さ

ん

は

い

一

か

覇

に

出

る

と

か

芝

居

に

守

か

ら

一

て

く

れ

ま

す

。

と

り

た

て

の

誠

一

手

れ

に

よ

る

と

護

者

五

百

二

十

七

一

一

J
恥

の

症

状

立

、

大

体

、

急

に

寒

け

一

物

な

ど

を

と

お

し

て

口

か

ら

は

い

る

病

一

必

要

で

す

。

÷

一

ま

せ

ん

mc

一
で
こ
ど
も
を
早
返
さ
せ
た
り
休
ま
一
急
車
、
き
う
り
、
事

一

見

当

5
5
3
γ
百号、

i川
、

w
i
t
-
-
b

一
井
戸
や
簡
易
水
道
ー
が
汚
染
さ
れ
て
一
一

0
お
宅
の
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
に
不
愉
快
一
三
円
撞
な
く
雑
音
防
止
協
議
会
、
一
と
く
に
、
過
保
護
の
お
子
さ
ん
一
せ
た
り
す
る
の
は
、
も
っ
て
の
ほ
か
と
一
な
み
の
η
は
、
何
も
の
に

一

!
i
j
t
j
u
、

↑

、

目

、

iihJb

豆
、
一
町
内
字
詰
に
か
か
一
な
雑
音
は
は
い
り
ま
せ
ん
か
o

一
ぉ

ZNHK、
電
力
会
社
、
ラ
一
ひ
と
り
っ
子
主
年
寄
り
己
主
主
て
く
だ
さ
い
。
一
ぃ

Z
で
し
ょ
う
o

笠

土

は

や

め

よ

う

訓

示

問

中

町

引

し

四

日

百

九

一

一

一

…

一

一

日

一

つ

比

待

問

urhHUド
パ
U
M
U
一

d
H
1
2
4の
一

一

昨

日

一

一

一

世

間

山

一

一

一

一

一

一

一

日

一

一

一

尚

一

六

月

の

閑

芸

メ

モ

一

日

一

知

的

一

十

量

品

輸

で

正

レ

く

一

U
E②
正
し
〈
伎
つ
こ
と
0
7
「
は
か
り
」
は
購
入
者
に
も
、
ょ
一
検
?
?
こ
と
も
た
い
せ
つ
で
一
室
に
ラ
ジ
オ
一
言
口
防
止
の
申
し
込
み
は
、
一
に
、
そ
ん
な
傾
向
が
み
主
が
ち
の
よ
一

Zに
そ

な

え

て

一

と

り

た

て

の

要

十
墨
田
間
陸
空
覇
て
耳
し
窃
計

7
「
は
か
り
」
は
安
定
し
た
と
ζ
ろ

一

五

え

る

湯

宅

使

フ

乙

と

、

ー

日

一

日

日

当

日

日

間

マ

フ

リ

刊

行

u
h
-
-事

iき
る
だ
け
く
わ
し
く
一
つ

h
p大
震
の
一
二
つ
の

Eく
一

て

詰

ド

訪

問

訪

れ

一

関

計

法

一

「

日

日

軒

目

立

拝

訂

民

間

計

一

日

肝

心

U
W
M
M問
一

泊

料

hhu目立
一

昨

日

目

立

け

ま

す

ぜ

一

九

引

い

-

H

U

一

一

口

H

U
ト
日
十
電
話
番
一

d
u
u
そ

ん

な

お

子

一

日

正

一

引

い

じ

日

一

U
N
1

…

ー

目

立

児

一

目

当

日

ダ

の

一

百

円

け

い

一

一

品

目

日

出

2
1
1
1
一
一
一
一
一
一
一

Uナ
町

一

い

一

昨

日

目

一

一

一

出

品

…

百

山

古

一

司

一

九

計

引

し

一

り

革

(

島

汁

の

い

L
E
a
-
(法
改

正

に

よ

る

追

加

規

定

)

一

業

資

金

に

一

か

な

ど

。

一

U
て
い
る
問
問
一
病
気
の
初
期
の
乙
と
も
あ
り
ま
す
し
、
一
号
、
園
芸
の
ほ
つ
で
は
か
つ
葉
一
円

。
八
計
る
く
ら
わ
を
し
ま
し
一
引
い
計
量
器
産
つ
こ
と
。
す
で
勝
手
に
直
さ
な
い
で
、
長
の
7
詰
込
包
装
商
品
は
、
主
主

i
市

へ

高

額

の

寄

附

1
1に
テ

レ

ビ

一

言

3
2
2ラジ
オ
一
案
ー
だ
っ
た
わ
耳
が
遠
い
と
い
う
一
樹
の
語
、
観
葉
植
物
の
株
分
け
よ

も
の
G
と
を
数
量
に
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